
置
す
る
村
名
で
あ
る
。
荷
札
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
⑭
は
幅

一
・
三
ｍ
、
深
さ
五
〇
伽
の
屋
敷
を
画
す
る
溝
内
よ
り
出
土
し
た
。
陶
磁
器
類

か
ら
こ
の
溝
は

一
九
世
紀
に
廃
絶
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
長
方
形
の
柾
目
材

の
片
面
に
人
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
上
部
中
央
に
は
穿
孔
が
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
際
し
て
は
夫
木

一
成
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（稲
原
昭
嘉

・
山
下
俊
郎
）

は
か

ぎ

兵
庫

。
な
埋
扶
ヒ
退
昧
イ
（内
田
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
袴
狭
字
内
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
四
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
出
石
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
寺
　
誠

５
　
遺
跡
の
種
類
　
郡
行
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

袴
狭
遺
跡
は
兵
庫
県
北
部
の
出
石
郡
を
流
れ
る
出
石
川
の
支
流
、
袴
狭
川
流

域
に
確
認
さ
れ
た
遺
跡
で
、
特
に
奈
良

。
平
安
時
代
の
大
量
の
木
製
祭
祀
具
の

出
土
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
周
辺

に
は
砂
入
遺
跡

。
荒
木
遺
跡

・

田
多
地
小
谷
遺
跡

・
入
佐
川
遺

跡
な
ど
、
官
衡
を
う
か
が
わ
せ

る
遺
物
の
出
土
す
る
遺
跡
が
所

在
し
、
こ
れ
ら
を

一
括
把
握
し

れ
て
「袴
狭
遺
跡
群
」
と
称
し
て

出

ぃ
る
。
こ
の
う
ち
、
袴
狭
遺
跡

で
は
合
計
四
〇
点
以
上
の
木
簡



1996年出土の木簡

が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
一
一
。
〓
一一―
一
七
号
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、　
一
九
九
二
年
よ
り
継
続
し
て
調
査
を
実
施
し
て
い

る
内
田
地
区
で
は
、
礎
石
建
ち
総
柱
の
倉
庫
と
思
わ
れ
る
建
物
や
水
路
跡
が
見

つ
か
り
、
当
遺
跡
群
の
中
心
的
な
官
衛
に
関
わ
る
施
設
と
判
断
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
地
区
か
ら
は
、
唐
鏡

（草
花
飛
鳥
八
稜
鏡
▼

石
帯

・
銅
銭

」
鐙

・
鉱

津

・
フ
イ
ゴ
羽
口

・
墨
書
土
器

・
施
釉
陶
器

。
木
製
祭
祀
具
な
ど
、
豊
富
な
遺

物
も
伴
出
し
て
い
る
。
ま
た
兵
庫
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

一
九
九
四
年
に
こ

の
地
区
の
北
半
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
同
様
の
建
物

遺
構
や
銭
貨

。
腰
帯
装
飾
品

・
墨
書
土
器
な
ど
の
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
。

本
年
は
こ
の
う
ち
内
田
地
区
東
側
の

一
五

一
四
♂
と
西
側
八
五

一
ポ
の
調
査

を
実
施
し
、
礎
石
建
物
四
棟
、
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
道
路
状
遺
構
二
、
溝

一
〇

条
、
池
状
遺
構
な
ど
を
検
出
し
た
。
ま
た
伴
出
し
た
遺
物
に
は
施
釉
陶
器
、
木

簡
、
墨
書
土
器
、
硯
、
木
沓
、
木
製
祭
祀
具
、
曲
物
、
鉱
津
、
砥
石
な
ど
が
あ

り
、
特
に
東
側
地
区
で
三
〇
〇
点
近
い
墨
書
土
器
の
出
上
が
注
目
さ
れ
た
。
層

序
は
、
中
世
の
遺
物
包
含
層
、
九
世
紀
代
の
建
物
群
検
出
面
と
こ
れ
を
覆
う
遺

物
伍
含
層
、
人
世
紀
代
の
遺
物
包
含
層
の
順
で
あ
る
。
木
簡
の
ほ
と
ん
ど
は
、

人
世
紀
の
包
含
層
か
ら
出
上
し
た
が
、
０
は
九
世
紀
前
半
の
排
水
溝
か
ら
、
⑩

は
室
町
時
代
の
包
含
層
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

η
ミ`(くと

`ケ

イ



側
　
名
国〔聴
年
晰
勁
酌
叱

・
「　
天
平
勝
宝
七
年
五
月
　
五
日
文
日
□

「延
暦
十
四
年
三
月
十
七
日

味
酢
胆
際
励
雛
闘
＝
Ⅵ
Ⅲ
阻
‐‐

‐‐□
‐‐
回
□
把
定

又
二
日
定
九
把

〔坂
ヵ
〕
　

　

〔
”

①

　

「
＜
□
□
□
日
回
石
高
椅
郷
＜
」

（
伽
伽
〇
）
×
釦
〇
×
牌
ｏ
　
ｏ
牌
Φ
Ｘ

又

□

□

□

□

（
コ

ノ

他

削

り

残

リ

ノ

墨

痕

ア

リ

）

（
懇

じ

×
朗

×
∞
　
ｏ
む

＊

］
ｏ
Φ
×

（
∞
ｏ
）
×
卜
　
ｏ
∞
牌
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⑪
　
，
「

・
「日

日

女
廿
七
　
男
十
六

立
人
四
人

真

継

春

益

代
作
四
番
人

大
四
小
咽

馬
甘
二
人

。
「

□

□
回
六

□□口回 名略二一

羅雰禦目 直
― L

成子争コ

カ祭 顧ズ
畦 _      LL嵯

¬

蜘二女

□
多
仁
口
条
春

争
鑑
犀
悪一

＋
￥
》 申

秀
雄

日

回

Π

日

」

と
Ｏ
ｘ

ａ
じ

ｘ
０
　
０
Ｈ

ｘ

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こヽ
ｘ
８
×
ω
自
出

単
団
□
□

□
団
￥升
キ
羊

□



ω
　
。
「
人
月
十
日
□
□
回
□
　
　
　
　
　
子
三
九

一
井
半
余
　
　
八
月
十

一
日
　
　
　
　
　
入
月
十
五
目

対井　　　　講妙
三耕
　
　
財吉
二坤
　
　
聴嚇
〓孵
　酌蜘
岸
一井料半

□
回
三
井
　
　
貞
長
二
止

□
一
一井
　
　
弘
主
一
一料
　
　
豊
足
一
一井

同
国
三
井
　
　
成
人
三
止

〔
十

四
ヵ
〕

Ｌ

八
月
十
回
日
六
□
□
□

□
口
日
Ｈ

Ｉ十
日
□

合
九
十
五
井

口
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
日
Ｈ
日

日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
日
国
人
五
人
荷
十
三
井

Ⅲ

Ш

き
合

七十万□回□対九
団酬刑剛―‐‐‐‐‐‐‐削‐―‐‐‐‐‐‐剛

ロ
ーー

回

と

口

回

□
□
□
□
田
者

口
国
　
　
　
　
　
口
回
　
　
　
　
　
　
　
廟
日

□
副
廿
留
　
　
　
　
阿
知
麻
日
廿
　
　
　
　
吉
成
廿
□

(9)   (8)

稲稲同
日
汁

一
井

八
月
十
二
日
□

主諷 出叉
カ

命
卜
じ
Ｘ
溺
×
∞
　
ｏ
〕Φ
器

命
ｑ

）
×
奮
ｅ

×
ド
　
０
９

（
ド
⌒Ｈ
）
×
ω
Ｏ
Ｘ
ヽ
　
０
∞
ド

（ヽ
⇔
卜
）
Ｘ
（
］
ヽ
〉
×
０
　
０
∞
Ｐ
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□
□
□
□
□
　
　
　
　
ｏ

□
□
□
□
□

□
□
□
□
長
□

□
□
□
□
月
口
入
□
　
」

□

人

成

　

　

　

　

　

　

ｏ

」

　

　

　

　

　

（
蔦

Ｗ

Ｓ

Ｉ

卜

覇

口
　
　
　
　
日
日
日
日
日
□

□
□
□
□
□
□
□
真
　
　
　
　
　
　
　
　
（慈
ｙ
ｅ
Ｗ
ヽ
霞

⑫

　

回
里
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
こ
添

ｏ留

⑬

　

「今
日
難
物
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蚕
×
∞巽
い
ｏ‘

⑭

　

曽
抜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（轟
）益
〕Ｋ

ｏ訊

⑮

　

日
日
日
日
日
日
日
国

日
日
日

日
日
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
じ
×
駕
×
卜
　
ｏ
‘

②
は
延
暦
年
間
の
年
月
日
と
、
稲
を
運
ん
だ
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
り
、

「少
坂
」
は
出
石
郡
内
に
あ
っ
た

「小
坂
郷
」
を
示
す
と
思
わ
れ
る
が
、
「余

戸
」
は
城
崎
郡
お
よ
び
美
含
郡
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
地
名
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か

判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
出
石
郡
以
外
の
里
長
が
稲
を
進
上
し
た
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
こ
の
遺
跡
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
資
料
と
い
え
る
。

０
に
み
え
る

「高
椅
郷
」
は

『和
名
類
衆
抄
』
で
は

「高
橋
郷
」
と
も
書
か

れ
て
お
り
、
現
在
の
出
石
郡
但
東
町
の
南
部
地
域
に
比
定
さ
れ
る
。

い
に
は
、
人
物
名
が
列
挙
さ
れ
、
そ
の
上
下
に

「入
」
コ

」
「
一
正

の
注
記

が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
以
前
こ
の
遺
跡
か
ら
物
品
の
出
入
り
に

関
す
る
も
の
と
さ
れ
た
、
「入
」
の
文
字
が
数
ヵ
所
に
み
え
る
木
簡
が
出
土
し

て
い
る
が

（本
誌
第
一
五
号
）、
い
は

「入
」
の
あ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
人
物
名
が
み

え
、
そ
の
意
味
は
未
詳
。

⑬
は
、
い
わ
ゆ
る
物
忌
札
で
あ
ろ
う
。

い
は
野
位
牌
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
全
く
同
じ
内
容
の
経
文
の
書
か
れ
た
野
位

牌
が
、
す
ぐ
西
の
袴
狭
遺
跡
下
坂
地
区
で
確
認
さ
れ
た
、
室
町
時
代
の
仏
堂
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
一
六
号
）。

ま
た
今
回
、
九
世
紀
の
包
含
層
か
ら
墨
書
土
器
が
多
く
出
土
し
た
。
特
に

「出
石
領
」
「出
石
秦
」
も
し
く
は
秦
姓
が
書
か
れ
た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
。

「領
」
を

「大
領
」
「小
領
」
の

一
字
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
建
物
群
を
郡

衡
の
一
部
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ
れ
に
秦
氏
が
多
く
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た

「厨
」
「厩
」
な
ど
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て

⑩

　
　
「
（梵
字
）

囃
既
叫
旺
限
鵜
〕
ヵ
〕

〔
十

方

空
ヵ
〕

本
来
×

□
□
□

×
　

　

（電
ｙ
∞巽
卜
忌

【何
処
有
力
〕

ω
は
こ
れ
ま
で
こ
の
遺
跡
群
で
見
つ
か
っ
て
い
る
年
紀
を
記
し
た
木
簡
の
う

ち
最
も
古
い
も
の
で
、
こ
の
内
田
地
区
が
早
く
か
ら
官
衛
施
設
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
表
面
二
文
字
日
の

「府
」
は

「符
」
の
意
で
、

国
が
郡
司
に
対
し
て
出
し
た
文
書
木
簡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。



お
り
、
そ
う
い
っ
た
施
設
の
存
在
も
想
定
さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に

「少
野
祝
□
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
見
つ
か

っ
て
い
る
。
当
遺

跡
の
所
在
す
る
地
域
は
小
野
地
区
と
も
呼
ば
れ
、
内
田
地
区
の
北
約
八
Ｏ
Ｏ
ｍ

に
式
内
社
小
野
神
社
が
存
す
る
。
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

な
お
本
年
の
調
査
に
よ
り
、
こ
の
地
区
の
ほ
ぼ
全
体
の
調
査
を
終
了
し
、
建

物
群
の
ほ
ぼ
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
西
側
に
は
礎
石
建
物
の

倉
庫
群
が
建
ち
並
び
、
中
央
に
は
廂
を
も
つ
居
館
が
、
さ
ら
に
東
側
に
は
池
状

遺
構
が
あ
り
、
池
の
東
側
に
さ
ら
に
付
属
建
物
が
取
り
付
く
。
こ
れ
ら
の
点
か

ら
、
こ
の
施
設
群
は
役
所
の
政
庁
と
い
っ
た
中
心
的
な
施
設
で
は
な
く
、
墨
書

土
器
か
ら
九
世
紀
代
に
お
い
て
は
こ
の
遺
跡
が
出
石
郡
衡
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、

あ
る
い
は

「館
」
の
よ
う
な
施
設
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

た
だ
こ
の
遺
跡
群
の
発
見
の
経
緯
は
数
万
点
と
も
い
わ
れ
る
大
量
の
木
製
祭

祀
具
の
出
土
で
あ
り
、
た
と
え
長
期
間
祭
祀
が
実
施
さ
れ
た
と
は
い
え
、
内
田

地
区
の
役
人
た
ち
だ
け
で
消
費
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
祭
祀
遺
跡
と

し
て
の
性
格
の
解
明
は
で
き
て
い
な
い
。
今
後
の
調
査
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
釈
読
に
あ
た
り
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

出
石
町
教
育
委
員
会

『袴
狭
遺
跡
内
田
地
区
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
九
五

年
）

（小
寺
　
誠
）

兵
庫

・
祢
布
ヶ
森
遺
跡

第

一
九
次
調
査
出
土
木
簡

（続
）

兵
庫
県
日
高
町
の
祢
布
ヶ
森
遺
跡
は
、
県
北
部
を
北
流
す
る
円
山
川
中

流
域
左
岸
、
標
高
約
三
〇
ｍ
の
小
扇
状
地
先
端
部
に
位
置
し
て
い
る
。
遺

跡
は
広
範
囲
に
及
び
、
従
来
の
調
査
で
検
出
さ
れ
て
い
る
遺
構
や
遺
物
、

特
に
遺
跡
の
所
在
す
る
旧
気
多
郡
以
外
の
但
馬
の
郡
名
を
記
し
た
題
鎖
軸

が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
但
馬
国
府
跡

（廷
暦
二
三
年
移
転
後
）
と
考
え

ら
れ
る
遺
跡
で
あ
る
。

既
に
本
誌

一
人
号
に
お
い
て
、
日
高
町
教
育
委
員
会
が

一
九
九
五
年
度

に
実
施
し
た
第

一
九
次
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
を
報
告
し
た
が
、
そ
の
後

の
整
理
作
業
で
、
二
間
×
九
間
の
南
北
棟
の
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
の
掘
形

の
中
に
、
さ
ら
に

一
点
の
削
層
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
釈
文
は

日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ
Ｕ
×
６
～
）
×
９
伽
　
ｏ欝

断
簡
で
あ
り
判
読
不
能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
建
物
に
並
行
し
て
走
行

す
る
溝
か
ら
は
、
土
器
に
付
着
し
た
漆
紙
が
出
土
し
て
お
り
、
今
後
の
精

査
が
期
待
さ
れ
る
。

（加
賀
見
省
一
）




